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[1] [0, 2π] 上の関数 f(x) = x2 を考える．
(1) f(x) の Fourier 係数

an =
∫ 2π

0

f(x)e−inx dx

を求めよ．(n は任意の整数である．)

(2)
1
2π

N∑
n=−N

aneinx は，N → ∞ のとき，f(x) に [0, 2π] 上で一様収束している

か．理由をつけて答えよ．

(3)
1
2π

N∑
n=−N

aneinx は，N → ∞ のとき，f(x) に [0, 2π] 上で L2-収束している

か．理由をつけて答えよ．

(4)
1
2π

N∑
n=−N

aneinx は，N → ∞ のとき，f(x) に [0, 2π] 上でほとんどいたると

ころ収束しているか．理由をつけて答えよ．

[2] f(x) は R 上の Lebesgue 可積分関数であるとし，f ∗ f = f が成り立ってい
るとする．このような f をすべて求めよ．

[3] R 上の超関数で，台が Z に含まれるものをすべて求めよ．ただし，Z は整数
全体の集合である．

[4] (1) α を虚部が 0 でない複素数として，R 上の L2-関数
1

x + α
の Fourier 変

換を求めよ．

(2) R 上の関数
1

x4 + 1
の Fourier 変換を求めよ．

[5] f(x) を [0, 2π) 上の L1-関数とし，これを周期 2π で R 全体に拡張した関数を
超関数とみなしたものを T とする．また，f(x) の Fourier 係数 an (n ∈ Z)を

an =
∫ 2π

0

f(x)e−inx dx

と定める．このとき次の問いに答えよ．

(1)
1
2π

N∑
n=−N

aneinx を R 上の超関数とみなしたものは，N → ∞ のとき，ある

超関数 S に収束することを示せ．
(2) T と S は超関数として等しいか．理由をつけて答えよ．

[6] {an}∞n=0 を複素数列とする．
∑∞

n=0 anxn が R 上の緩増加超関数としてある
T ∈ S ′(R) に収束したとする．このとき数列 {an}∞n=0 は有限個を除いて 0 であるこ
とを示せ．


